DJ-P300 拡張 版 取扱 説明 書 


DJ-P300 特定 小 電 カト ラン シー バー は 多彩 な 機能 を 搭載 し て いま す 。 
本 書 で は 製品 に 付属 の 取扱 説明 書 に は 敢えて 記載 し て いな い 「 通 話 モ ー ド 」「 セ ッ ト モ ー ド 」「 拡 張 セ ッ ト 
モー ド 」 の 詳細 に つい て 説明 し ます 。 


1) 通話 モー ド 
モー ド 番 号 通話 方 式 使用 可能 チャ ン ネ ル ペー ジ 
4 複 信 中 継子 機 (PTT タイ プ ) L10<18、b12<29 P. 1>P. 3 
複 信 中 継子 機 (電話 タイ プ ) L10<18、b12<29 P. 1>P. 3 
14 交互 通話 TOP 短縮 モー ド AH P. 4 
15 同時 通話 TOP 短縮 モー ド AH P. 4 
16 フリ ー チ ャ ン ネ ル 同 時 通話 自動 切り 替え P. 5>P. 6 
モー ド 0、1、2、9 に つい て は 製品 に 付属 の 取扱 説明 書 を ご 参照 くだ さい 。 


モー ド 4 : 複 信 中 継子 機 PTT タイ プ ) 


直接 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 、 中 継 器 を 介し て 同時 通話 を する モー ド で す 。 
同時 通話 の 方 式 に は 「PTT タイ プ 」 と 「 電 話 タ イプ 」 が あり ます 。 初 期 状 態 は 旧 モ デル で 「 強 制 モ ー ド 」 
と 呼ん で いた PTT タイ プ で す 。 

・PTT タイ プ : [PTT] キー を 押し て 送信 し ます 。( 双 方 が 好き な タイ ミン グ て で 送信 で きま す 。) 

・ 電話 タイ プ : 電話 の よう に 呼び 出し 音 に 応答 する 手順 で 通話 を お こない ます 。 


【 設 定 概念 図 】 
中 継 ケ ー ブ ル 
例 :L10-10 例 : b12-12 
昌 
ル L 
昌一 門 ー 還 
| リ ピ に ニー ジ 
モー ド 4 (A) モー ド 6 (B) モー ド 4 (A) 
ユー ザーA 複 信 中 継 器 ユー ザーB 


【 設 定 上 の 注意 】 

複 信 中 継 器 に 設定 し た 無線 機 2 全 を オプ ショ ン の 中 継 ケ ー ブ ル で 接続 し ます 。 
複 信 中 継 器 に は 弊社 製 DJ)-R200D、 中 継 ケ ー ブ ル に は 上 弊社 オプ ショ ン の ADUA-97 を ご 使用 くだ さい 。 
また 、 中 継 器 の 設定 方 法 は DJ-R200D の 拡張 版 取 扱 説明 書 を ご 参照 下さ い 。 
http://www. alinco. co. jpD/division/electron/d1/DJ-R200D_complete. pdf 

設定 概念 図 の よう に 、 ユ ー ザ ーA と B は 異な る チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 に 設定 し て くだ さい 。 
同じ チャ ン ネ ル に 設定 する と 干渉 し て 正しく 動作 し ませ ん 。 概念 図 は 単なる 例 で 、 運用 現場 の 電波 環境 に 
よっ て 安定 し て 動作 する チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 を 探し 、 十 分 に 動作 確認 を し て くだ さい 。 それ ぞ れ 近 
接する より 大 きく 離れ た 番号 の ほう が 原則 的 に 千 渉 し に くく な り ま す 。 

周波 数 帯 設定 は 子 機 を A に 設定 し た 場合 は 、 中 継 器 を B に 設定 し て くだ さい 。 子 機 を B に し た ら 中 継 
器 は A で す 。 ど ちら を A に し た ほう が 良く 飛ぶ 、 と いう こと は あり ませ ん 。 単 純 に 設定 の 問題 で す 。 

同時 通話 で は 必ず オプ ショ ン の 外部 マイ ク (ヘッ ド セ ッ ト や イヤ ホン マイ ク ) を 使わ な いと ハウ リン 
グ が 発生 し て 通話 で きま せん 。 本 機 は ね じ 込 み 式 の ジャ ッ ク を 採用 し て いま す 。 プラ グ は 止ま る まで 手 で 
し っ か り ね じ 込 ん で くだ さい 。 ペ ンチ な ど 工 具 を 使っ て 無理 に 締め 付け すぎ る と 壊れ ます 。 


【 子 機 の 設定 / モー ド 4 PTT】 

[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し 【 言 点灯 中 に [モード] キー を 押し ます 。 
モー ド 番 号 が 点 減 し ます 。 

* ダ イヤ ル を 回 し て モー ド 4 に 設定 し ます 。4A と 
チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 が 表示 され ます 。 
[PTT] キ ー を 押し て 確定 し ます 。 

* ダ イヤ ル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 

* ダ イヤ ル を 2 回 押す と グル ー プ 番号 が 点 減 し ます 。 点 減 中 に ダイ ヤル を 回 し て グル ー プ 番号 を 設定 し 
ます 。 

* [PTT] キー を 押す と 設定 が 終わ り ま す 。 

* 必要 が あれ ば 、 周 波数 帯 4A を 4b に 切り 替え ます 。 [ファンクション ] キー を 押し 【 同 点灯 中 に [ フ 
ッ ク (A/B)] キー を 押す ご と に A と b が 切り 替わり ます 。 


【PTT モー ド の 呼び 出し 方 】 

本 機 に 接続 し た 外部 マイ ク の [PTT] キー を 押し ます 。 が 点灯 し ます 。 

外部 マイ ク に 向かっ て 話し ます 。[PTT] キ ー を 放せ ば 、 交 互 通 話 の よう に 通話 で きま す 。 

同時 通話 を する に は 別 の ユー ザー も [PTT] キ ー を 押し ます 。 同 時 通話 状態 に な る と 固 が 点灯 し ます 。 
* 通話 を 終了 する と き は 外部 マイ ク の [PTT] キー を 押し ます 。 送信 が 停止 し 圏 が 消灯 し ます 。 

本 機 の 同時 通話 時 の 初期 設定 で は 、 一 度 PTT を 押す と 次 に も う 一 度 押 すま で 送信 状態 を 維持 する PTT ホ 
ー ル ド 機 能 が 有効 に な っ て いま す が 、 これ を セッ トモ ー ド で オフ に し て 、 イヤ ホン マイ ク の 機構 的 な キー 
ロッ ク を 使う な ど 、 カ スタ マイ ズ も で きま す 。 

* 電波 が 途切れ て も 送信 を 続け ます 。 電 波状 態 が 回 復 す る と 自動 的 に 通話 で きる よう に な り ま す 。 

* 送信 状態 で 電源 を 切っ て も 、 次 に 電源 を 入れ る と 自動 的 に 送信 状態 で 起動 し ます 。 故障 の 原因 に は な り 
ませ ん 。 


由 
記 - 表 』 
リリ ロリ ロ 』 


子 類 


【 子 機 の 設定 / モー ド 4 電話 】 デ 

電話 の よう に プル プル 音 で 呼び 出し て か ら 通 話し ます 。 再 上 

PTT モー ド と 同じ 操作 を し て 、 グ ルー プ 番 号 まで 設定 し ます 。 ー 

* [ファ ンク ショ ン ] キー を 押し 【 語 点灯 中 に [フック (AB)] キー を 約 2 秒間 押し ます 。 
が 点灯 し ます 。 


【 電 話 モー ド の 呼び 出し 方 】 
呼び 出す 人 が 外部 マイ ク の [PTT] キー を 押し ます 。 了 が 点灯 し て 、10 秒間 呼び 出し 音 が 鳴り ます 。 


この 間 に 、 相 手 か ら の 返事 を 待ち ます 。 呼 び 出 す 人 は 音 が 鳴っ て いる 間 に 外 部 マイ ク の [PTT] キー 
を 押し ます 。 最初 に PTT キー を 押し た 人 と 同時 通話 に な り 、 固 較 が 点灯 し ます 。 外部 マイ ク に 向かっ 
て 話し ます 。( 発 呼 す る 人 は 、 応 答 す る 人 を あら か じ め 指 定 す る こと は で きま せん 。) 

通話 を 終了 する と き は 外部 マイ ク の [PTT] キー を 押し ます 。 

送信 が 停止 し 較 が 消灯 し ます 。 

* 電波 が 途切れ た ら 通 話 は 終わ り ま す 。 改 め て 呼出 し 手順 を し ます 。 


『 


【 中 継 器 と の 接続 例 】 
・ 奇数 組 の 場合 
下記 イラ スト を 参考 に チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 、 周 波数 帯 を 設定 し て くだ さい 。 
【 設 定 概念 図 】 
例 : L10-10 例 : b12-12 
| | 
q || em 固 | ml” 
リ [ | 」 
モー ド 4 (A) モー ド 6 (B) モー ド 4 (A) 
は 複 信 中 継 器 ユー ザーB 
・ 偶数 組 の 場合 


下記 イラ スト を 参考 に チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 、 周 波数 帯 を 設定 し て くだ さい 。 


例 :L10-10 例 : b12-12 [ 例 : b29-29 


ド 4 (B) モー ド 6 (A) モー ド 6 0B) 王 
ー ザ ーA 複 信 中 継 器 複 信 中 継 器 避 


モー ド 14 : 交互 通話 の 10mW 疑似 連続 送信 (タイ ム ア ウ トペ ナル ティ TOP 短縮 モー ド ) 


特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー に は 、 送 信 出 力 10mW で 使う と き 、3 分 間 連 続 で 送信 する と 自動 的 に 受信 に 戻 
り 、 そ の あと 2 秒 以 上 経た な いと 再送 信 で き な い 、 規 格 上 の 「 タ イム アウ ト 」 制 限 の 決ま り が あり ます 。 
モー ド 14 で は 、 あ ら か じ め プ ログ ラム され た 2 つの チャ ン ネ ル を 、3 分 制限 に 達する 直前 に 自動 で 切り 
替え て 、 通常 2 秒間 の タイ ム ア ウ トペ ナル ティ 時 間 を 約 0.5 秒 に 短縮 し て 送信 を 継続 し ます 。 これ を 繰り 
返す こと で 、 疑 似 的 な ハイ パワ ー 連 続 送信 が で きま す 。 

移動 し た 先 の チャ ン ネ ル が 別 の ユー ザー に 使わ れ て いな いか 確認 する 「 キ ャ リア セン ス 」 を する の で 、 こ 
の 約 0.5 秒 の 休止 時 間 が 発生 し ます 。 移動 し た 側 の チャ ン ネ ル が 使わ れ て いれ ば 疑似 連続 送信 に な ら な 
いこ と も あり ます 。 


[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し [ 記 点灯 中 に [モー ド ] キー を 押し ます 。 
モー ド 番 号 が 点 減 し ます 。 ダ イヤ ル を 回 し て モー ド 14 を 選び 、[PTT] キー 内 』 

を 押し て 確定 し ます 。 4 

* ダ イヤ ル を 回 し て 、 全 ユー ザー が 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せま す 。 

チャ ン ネ ル は AH の 8 通り が あり 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ 番号 は あら か じ め セ ッ ト さ れ て いま す 。 
*※ [PTT] キー を 押す と 送信 が 始ま り ま す 。 交 互 通 話 の 要領 で 通話 し ます 。 


モー ド 15 : 同時 通話 の 10mW 疑似 連続 通話 (タイ ム ア ウ トペ ナル ティ TOP 短縮 モー ド ) 


モー ド 1 4 同様 の 機能 で 、 同 時 通話 向け の 設定 で す 。 


モー ド 15 の 同時 通話 で は 必ず オプ ショ ン の 外部 マイ ク (ヘッ ド セ ッ ト や イヤ ホン マイ ク ) が 必要 で す 。 
外部 マイ ク を 使用 し な いと 原理 上 ハウ リン グ が 発生 し ます 。 


[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し [ 語 点灯 中 に [モー ド ] キー を 押し ます 。 ーー 
モー ド 番 号 が 点 減 し ます 。 ダ イヤ ル を 回 し て モー ド 15 に 設定 、[PTT] キー 后 り 
を 押し て 確定 し ます 。 子 可 


* ダ イヤ ル を 回 し て AH の 8 通り か ら 1 つ チャ ン ネ ル を 選び ます 。 チ ャ ン ネ ル 番 号 と グル ー プ 番号 は あ 
ら か じ め セ ッ ト さ れ て いま す 。 


外部 マイ ク の [PTT] キー を 押し て 送信 し ます 。[PTT] キー は 一 度 押し て 送信 、 も う 一 度 押 し て 受信 待ち 
受け に な り ま す 。 信号 を 受信 し た ら 外 部 マイ ク の [PTT] キー を 押し て 応答 し ます 。 
双方 が 送信 状態 に な れ ば 同時 通話 が で きま す 。 双 方 が も う 一 度 [PTT] キー を 押す と 通話 が 終わ り ま す 。 


※PTT キー の 動作 が この 通り で な けれ ば 、PTT ホー ルド 機能 を 解除 し て いる 、 イ ヤ ホ ンマ イク 側 の PTT ロ 
ッ ク を 使っ て いる 、 な ど が 考え られ ます 。 


移動 し た 側 の チャ ン ネ ル が 使わ れ て いれ ば 疑似 連続 送信 に な ら な いこ と も あり ます 。 玉 掛け 作業 な ど 
絶対 に 安定 し た 連続 通話 が 必要 な 時 は ご 注意 くだ さい 。 


モー ド 16 : フリ ー チ ャ ン ネ ル 同 時 通話 


あら か じ め ペ アリ ング を し た 2 台 が 自動 的 に 空き チャ ン ネ ル を 探し 同時 通話 え を おこなう モー ド で す 。 お 
使い に な る 前 に 通話 を お こ な う 2 台 で 「 ペ アリ ング 」 を お こ な っ て くだ さい 。 一度 ペ アリ ング し て お け 
ば 、 以 降 は チャ ン ネ ル 設 定 や 変更 の 手間 が 省け ます 。 


【 ペ アリ ング の 設定 】 
[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し 【 語 点灯 中 に [モード] キー を 押し ます 。 
モー ド 番 号 が 点滅 し ます 。 [ 


* ダ イヤ ル を 回 し て モー ド 16 に 設定 し ます 。16 と 后 ロロ 本 所 

初期 状態 の 「no-Pr」( ノ ー ペ ベア) が 表示 され ます 。 mm 

[PTT] キー を 押し て 確定 し ます 。 片方 の [PTT] キ ー 

* も う 片 方 も 同じ よう に モー ド 16 に 設定 し て 「no-Pr」 の J! を 1 回 押し ます 

表示 に し ます 。 に 

* 片方 の 機器 の [PTT] キー を 1 回 押す こと で 両方 の 機器 が ちこ ロリー ジテ 

ペア リン グ の 準備 状態 に な り 「rdy-Pr」 が 表示 され ます 。 ーー テーーーーー 一 

* ペ アリ ング 準備 状態 か ら 10 秒 以内 に も う 片 方 の 機器 の J! 208 セー 
を 1 回 押し ます 


[PTT] キ ー を 1 回 押す こと で 両方 の 機器 で ペア リン グ が 


開始 され 「now-Pr」 が 表示 され ます 。 后 こ = お 。 
* ペ アリ ング が 完了 する と 自動 的 に 再起 動 し ます 。 ML 


* 再起 動 す る と 「SCn O 〇 〇 」 が 表示 され ます 。 ペア リン グ 後 自動 的 に 
〇 〇 に は 00< こ 99 まで の ペア 番号 が 自動 的 に 割り 当て ら J【 再起 動 し ます 


れ ま す 。 ペ アリ ング が 完了 する と 両方 の 機器 に 同じ ペア oe 
番号 が 表示 され ます 。 人 め OLn gg 
王 


【 ペ アリ ング の 注意 】 

・ ペ アリ ング を お こ な う 際 は 2 台 1 組 で お こ な っ て くだ さい 。3 台 以 上 で ペア リン グ を お こ な う と 
正しく ペア リン グ で き な い こと が あり ます 。 

・ ペ アプ ア 番号 は ラン ダム で 0099 の 番号 が 割り 当て られ る の で 、 ま れ に 同じ ペア 番号 で ペア リン グ 
する 場合 が あり ます 。 そ の 際 は 後述 する ペア 番号 の 初期 化 を 行い 、 再 度 ペ アリ ング の 設定 を 

お こ な っ て くだ さい 。 


【 フ リー チャ ン ネ ル 同 時 通話 】 

* 片方 の 機器 に 接続 され て いる 外部 マイ ク の [PTT] キ ー を ュー 
押し て 送信 し ます 。 こ の と き 空 き チ ャ ン ネ ル を 自動 で 探し だ し 、 操 し 1 婦 
空き チャ ン ネ ル を 見 つけ る と 送信 され 較 | が 点灯 し て 、 使 用 ea 

し て いる チャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 

* も う 片 方 の 機器 に 還 が 表示 され 、 受 信 音 声 が 鳴っ て いる こと を 確認 し て 接続 され て いる 
外部 マイ ク の [PTT] キ ー を 押し ます 。 

同時 通話 状態 に な る と 固 が 点灯 し て 、 使 用 し て いる チャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 
双方 が も う 一 度 [PTT] キー を 押す と 通話 が 終わ り ま す 。 


【 フ リー チャ ン ネ ル 同 時 通話 の 注意 】 

・ 同 時 通話 で は 必ず オプ ショ ン の 外部 マイ ク (ヘッ ド セ ッ ト や イヤ ホン マイ ク ) を 使わ な いと ハウ リン 
グ が 発生 し て 通話 で きま せん 。 本 機 は ね じ 込 み 式 の ジャ ッ ク を 採用 し て いま す 。 プラ グ は 止ま る まで 手 で 
し っ か り ね じ 込 ん で くだ さい 。 但し ペン チ な ど 工 具 を 使っ て 無理 に 締め 付け すぎ る と 壊れ ます 。 

・ フ ルー チャ ン ネ ル 同 時 通話 モー ド は 待ち 受け 中 で も バッ テリ ー セ ー ブ が 強制 的 に OFF 状態 に な り 電 池 
の 消耗 が 大 きく な り ま す 。 

・ 同 時 通話 の 開始 と 応答 の と き は チャ ン ネ ル を スキ ャ ン し て 空き チャ ン ネ ル を 探し て いる た め 、 通 常 の 
同時 通話 より 通話 開始 時 の 頭 切れ 時 間 が 長く な り ま す 。 

・ ス キャ ン す る チャ ン ネ ル の 範囲 は セッ トモ ー ド No. 10 の 送信 出力 設定 に よっ て 決定 され ます 。 

チャ ン ネ ル の 範囲 に よっ て 送信 出力 や 連続 通話 の 条件 が 変化 し ます 。 


Pow-At : L10 て L18、b12~ て b29 の チャ ン ネ ル 範 囲 を スキ ャ ン 、10mW 出力 で 同時 通話 
Pow-Hi : L10<L18 の チャ ン ネ ル 男 囲 を スキ ャ ン 、10mW 出力 で 同時 通話 
Pow-Lo : b12<b29 の チャ ン ネ ル 男 囲 を スキ ャ ン 、1mW 出力 で 連続 同時 通話 


【 ペ ア 番 号 の 初期 化 】 

ペア 番号 は 簡易 リセ ッ ト も し く は 完全 リセ ッ ト で 初期 化 さ れ ま す 。 また 、 他 の 設定 を 消さ ず に ペア 番号 の 
み を 初期 化す る 方 法 は [ファ ンク ショ ン ] キ ー を 押し [ 語 点灯 中 に [フッ ク ] キー を 3 秒 以 上 押し 続け ます 。 
初期 化 が 開始 され る と 「Pr ErASE」 と 表示 し 自動 的 に 再起 動 さ れ ま す 。 初期 化 が 完了 する と 再起 動 後に NO 
ペア 状態 の 「no-Pr」 が 表示 され ます 。 


2 ) 製品 説明 書 で 説明 し て いな い 標 準 セ ッ ト モ ー ド 項目 に つい て 


※ セッ トモ ー ド No. 1-No. 15 は 特に 基本 な の で 、 操 作 方 法 は 製品 に 付属 する 説明 書 に 記載 し て いま す 。 
製品 説明 書 PDF : http://www. alinco. co.jp/division/electron/d|/DJ-R200D_complete.pdf 


【 セ ッ ト モ ー ド の 操作 手順 】[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キー を 押し [ 語 点灯 中 に ダイ ヤル を 押し ます 。 

・ ダ イヤ ル を 押す ご と に セッ トモ ー ド の 項目 が 切り 替わり ます 。 

・[ フ ッ ク (WB)] キー を 押す と 前 項目 に 戻り ます 。 

・ ダ イヤ ル を 回 し て 設定 値 を 選択 し [PTT] キー を 押し て 設定 を 完了 し ます 。 

・ No.13 サウ ンド で 「Gdc」「ALL」 を 選択 し て いる と 、 各 セッ トモ ー ド の 番号 を 音声 で お 知ら せ し ま す 。 


※ 押 す 回 数 、 は セッ トモ ー ド に 入っ て CH-uoL 表示 か ら ダ イヤ ル を 押し 下げ る 回 数 で す 。 


No. メニ ュー 表示 選択 項目 初期 値 | ※ 押 す 回 数 
1 CH/VOL リバ ー ス CH-voL CH-voL/voL-CH CH-voL ー 
2 コン パン ダー oFF ComPnd on/oFF on 1 
3 秘話 oFF ScrbLE on/oFF oFF 2 
4 ルー プ (第 三 者 受信 ) oFF AFLooP | on/oFF oFF 3 
5 ベル oFF bEEL on/oFF oFF 4 
6 バッ テリ ー セ ー ブ on1 bS oFF/on1/on2/Eco on1 5 
7 オー ト パ ワ ー オ フ oFF APo oFF/30/60/90/120 oFF 6 
8 ラン プ 5 LAmP oFF/5/on 5 7 
9 PTT ホー ルド At PttHLd At/oFF/on At 8 
10 | 送信 出力 Pow-At At/Hi/Lo At 9 
11 VOX oFF vo oFF/Lo/Hi oFF 10 
12 | 操作 音量 3 Sd-voL 0<5 3 11 
13 | サウ ンド bp Sound oFF/bp/Gdc/ALL bp 12 
14 | エン ド ピ ー oFF EndP on/oFF oFF 13 
15 コー ル バ ッ ク oFF CALLb on/oFF oFF 14 
16 | ディ スプ レイ 表示 modE modE/SmEtEr/Cntdn/FrEq modE 15 
17 | スケ ル チ レ ベル SdL 3 0<5 3 16 
18 | キー ロッ ク 時 間 Loc 2 1<3 2 17 
19 | メモ リー 表示 numbEr numbEr/mode/no-mode numbEr 18 
20 | 音色 変更 1 mELody 1<3 1 19 
21 | 電池 電圧 参照 oo 〇 O.OO |- 還 20 
22 |LOD 消灯 on Lcd on/oFF on 21 
23 | 外部 音量 変更 EvoL-H L/H H 22 
24 | イヤ ホン 断線 検知 on EAr-C on/oFF on 23 


No.16 ディ スプ レイ 表示 modE 

ディ スプ レイ の モー ド 番 号 表 示 部 に 、 モ ー ド 番号 以外 の その 他 の 情報 を 表示 させ る こと が で きま す 。 
modE : 通話 モー ド 番 号 を 表示 

SmEtEr : S/RF メー ター 表示  ( 縦 棒 で 表示 ) 

Cntdn : 通話 残り 時 間 表示 、180 か ら 1 秒 単位 。、3 分 タイ ム ア ウ ト 計 測 用 。 

FrEq : チャ ン ネ ル 番 号 の 代わ り に 周波 数 を MHz 単位 で 表示 。422.200=422. 200MHz 


7 = 


No.17 スケ ル チ レ ベル SaL 3 

スケ ル チ の レベ ル を 0~^5 の 範囲 で 調整 し ます 。 待ち受け 時 に 鳴る 「 ザ ー」 と いう 雑音 を 消す 機能 で 

ロ で 開放 (ザー が 鳴り っ ぱな し ) で す 。 ザー が 鳴ら な く な っ た 数 字 の 1 つ 上 あたり に 設定 し ます 。 大 きく 
し 過ぎ る と ノイ ズ で スケ ル チ が 開く こと が 減る 分 、 弱い 信号 は 聞こ えな く な り ま す 。 電波 環境 で レベ ル が 
変わ る こと が ある の で 微 調整 で きる よう に な っ て いま す 。 


No.18 キー ロッ ク 時 間 Loc2 
キー ロッ ク す る と き の キ ー を 押し 続け る 時 間 を 設定 し ます 。 時間 を 長く すれ ば キー ロッ ク 設 定 の 誤操作 
が 少な く な り ま す 。 


No.19 メモ リー 表示 numbEr 

メモ リー チャ ン ネ ル 運 用 時 の 表示 方 法 を 変更 する 機能 で す 。 
number : メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 表示 

mode : モー ド 番 号 表 示 

no-mode : メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 と モー ド の 同時 表示 


No.20 音色 変更 1 mELody 
モー ド 2、 モ ー ド 4 の 同時 通話 電話 タイ プ の 呼び 出し 音 、 着 信 音 、 ベ ル 機 能 の 音色 が 変え られ ます 。 
モニ ター ボタ ン を 押す と 音色 が 確認 で きま す 。 


No.21 電池 電圧 参照 t3 また は Li- 数 字 

電池 の タイ プ ブ と 電圧 を 表示 し ます 。「t3」 は 単 三 形 電池 、「Li」 は リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク を 示し 
ます 。 外 部 電源 端子 か ら 電 圧 が 供給 され て いる と き は 「FULL」 を 示し ます 。 

表示 は 目安 で 、 個 体 の ば ら つ きも あり ます 。 電池 が 切れ る と き の 数 値 を 覚え て お く と 、 より 精度 の 高い 減 
電池 表示 と し て 使え ます 。 


No.22 LCD 消 灯 onLcd 
送受 信 中 に ディ スプ レイ 表示 を 消灯 する 機能 で す 。 液 晶 が 発する ノイ ズ が 原因 で 送受 信 音 に 雑音 が 入る 
こと が あり 、ON に する と ノイ ズ 対 策 に 有効 な 場合 が あり ます 。 


No.23 外部 音量 変更 EvoL-H 
外部 出力 端子 ヘイ ヤ ホ ン な ど を 接続 し て 使用 する 際 、 音 量 が 大 きい 場合 に は L 設定 に し て 全体 的 に ボリ 
ュー ム を 下げ る こと が で きま す 。 ス ピー カー マイ ク で 大 き な 音 を 鳴ら し た い 時 は H 設 定 に し ます 。 


No.24 イヤ ホン 断線 検知 on EAr-C 
本 機 は 起動 時 に 自動 的 に イヤ ホン 断線 検 和 を お こない ます 。 イン ピー ダン ス が 高い な ど 、 外部 出力 端子 へ 
接続 する 機器 に よっ て は まれ に 断線 検知 が 誤動作 する こと も あり 、OFF が 選べ る よう に な っ て いま す 。 


3) 拡張 セッ トモ ー ド 


本 機 に は 、 普 段 の 使用 に は 余り 必要 が 無く て も 環境 や 特定 の ニー ズ に よっ て カス タマ イズ で きる と 便利 
な 項目 を 拡張 セッ トモ ー ド に 持た せ て いま す 。 通 常 の 設定 項目 に し な けれ ば な ら な い ほ ど に は 頻繁 に 使 
われ な い 上 、 意味 が 分 か っ て お 使い いた だ か な いと 電池 を 早く 消費 し た り 、 表示 が 変わ っ た り 、 一 部 の 機 
能 が 使用 で き な く な る な ど 「 故 障 か な ?」 と 思う よう な 動作 を する の で 、 拡 張 操作 を し な いと 使え な いよ 
うに し て いま す 。 内 容 を 良く ご 理解 いた だ いた うえ で 操作 し て いた だ きた い の で 、 操 作 方 法 も 敢えて この 
説明 書 の 最後 に 記載 し まし た 。 増 えた 項目 は 、 通 常 の セッ トモ ー ド 項目 の 後ろ に 続け て 表示 され ます 。 


ユー ザー が 誤っ て 管理 者 設定 を 変更 する リス ク を 減ら す た め 、 こ れ ら 拡張 メニ ュー は 設定 変更 後に 再び 
表示 を 隠す こと が で き 、 完 全 リ セッ ト を し な いと 初期 化 さ れ な いよ うに な っ て いま す 。 


No. メニ ュー 初期 表示 選択 項目 初期 値 
25 | マイ ク ゲ イン 4 m-GAin 1<7 4 
26 | デュ アル オペ レー ショ ン 再 開 時 間 5 duAL-t 1<5( 秒 ) 5 
27 | 別売 アク セ サ リ ー の PTT 対応 ALL inSptt | oFF/out/ALL ALL 
28 | 秘話 周波 数 34 Scr-Fq 27>34(x0.1KHz) 34 
29 | 秘話 エン ファ ンス on EmPHA on/oFF on 
30 | 減 電 池 ア ラー ム (アラ ー ム 間隔 ) oFF bAtt-C oFF/5<60( 秒 ) oFF 
31 | グル ー プ トー ク TSQ/DCS ton GrouP ton/Cd1/Cd2 ton 
32 | VOX ディ レイ 時 間 10 vod-t 1<30 (x0.1 秒 ) 10 
33 | チャ ン ネ ル 表 示 AL CHdiSP AL/noL/oFF AL 
34 | グル ー プ トー ク 判 別 精度 2 mG-ton 1~5 2 
35 | AGC 切 り 替 え SL AGC oFF/SL/FS SL 
36 | AGC タ ー ゲ ッ ト レ ベル 調整 06 AGC-tG 03<24 (x-1dB、 3dB Step) 6 
37 | 通話 圏内 確認 oFF ArEA-C on/oFF oFF 
38 | テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル on tAiLnC on/oFF on 
39 | フッ クキ ー 割 り 当 て Hoo Hoobtn | Hoo/vLO Hoo 
40 | レス ト ア oFF rESto | oFF/SAv/Lod/dEt oFF 
41 | 減 電 池 ス リー プ on bt-SLP | on/oFF on 


No.25 マイ ク ゲ イン 4 mrGAin 

通話 時 の 癖 や アク セ サ リ ー マ イ ク の ゲイ ン な どの 都合 で 、 人 に よっ て トラ ン シ ー バ ー に 入る 声量 は 異な 
り ま す 。 こ の た め 、 音 が 小さ い (話す 声 が 小さ い ニ レベ ル を 大 きく する ) 、 音 が 歪む ( 声 が 大 きい ニレ ベ 
ル を 小さ くす る ) 等 の 場合 に 調整 で きる よう に な っ て いま す 。 他社 製 の マイ ク を お 使い に な る 時 も レベ ル 
調整 が 必要 に な る 場合 が あり ます 。 設 定 を 間違う と 声 が 小さ く な っ た り 歪 ん だ り し ます の で ご 注意 くだ 
さい 。 


No.26 デュ アル オペ レー ショ ン 再 開 時 間 5 duAL-t 
デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド で 通話 が 終わ り 、 交互 受信 が 再開 する まで の 時 間 を 変更 で きま す 。 通常 は 
通話 終了 か ら 5 秒 経過 後に 再開 され ます が 、 こ の タイ ミン グ を 短く で きま す 。 


No.27 別売 アク セ サ リ ー の PTT 対応 ALL inSptt 
4 極 プ ラグ の オプ ショ ン イ ヤ ホ ン 、 ス ピー カー マイ ク 等 を 使う と き に 、 本 機 PTT と 本 機 マ イク の 有効 無 
効 を 選べ ます 。 使 用 する アク セ サ リ ー に 合わ せ て 設定 し て くだ さい 。 


oFF  : 本 機 PTT 無効 ・ 本 機 マ イク 無効 (オプ ショ ン の PTT と マイ ク の み 有 効 ) 
out  : 本 機 PTT 有効 ・ 本 機 マ イク 無効 (マイ ク は 外部 マイ ク の み 有 効 、PTT は 両方 が 有効 ) 
ALL  : 本 機 PTT 有効 ・ 本 機 マ イク 有効 (イヤ ホン だ け を 使う と き の 設 定 ) 


※ out、ALL で スピ ー カ ー マ イ ク を 使う と き 、 本 機 PTT を 押し て も 送信 で きま せん 。 ス ピー カー マイ ク 
の PTT を 押し て 送信 し て くだ さい 。 


No.28 秘話 周波 数 34 Scr-Fq 
秘話 の キャ リア 周波 数 を 設定 し ます 。 初期 値 と 異な る キャ リア 周波 数 を 使う と き は 、 通話 し た い グ ルー プ 
全員 の 設定 を 同じ 値 に 揃え て 変更 し て くだ さい 。 


No.29 秘話 エン ファ シス on EmPHA 

弊社 の 秘話 搭載 特定 小 電 カト ラン シー バー や 他 メ ー カ の 秘話 搭載 特定 小 電 力 ト ラン シー バー の 秘話 通話 
は 機種 に よっ て 通話 の 相性 が あり 、 音声 が 聞き 取り づら い 場 合 が あり ます 。 聞き 取り づら いと 感じ た と き 
に 、 こ の 設定 を 切り 替え る こと に よっ て 改善 され る 場合 が あり ます の で お 試し くだ さい 。 


No.30 減 電池 アラ ー ム (アラ ー ム 間隔 ) oFF bAtt-C 

電池 の 電圧 が 低下 する と ディ スプ レイ 右上 の 電池 マー ク が 点 減 し 、 減 電 池 を お 知ら せ し ま す 。 この と き 設 
定時 間 ご と に 1 回 、 電池 が 減っ つて いる こと を 音 で 知ら せる こと が で きま す 。 お 知ら せ 音 は 設定 や 電池 の 種 
類 に よっ て 異な り ま す 。 電池 が 減っ て いる 状態 で 音 を 鳴ら し て お 知ら せ す る た め 、 間 隔 を 短く 設定 する ほ 
ど 早 く 電 池 が 切れ て し まい ます 。 


セッ トモ ー ド No.13 サウ ンド が 「bp」 の 場合 
つ ア ラー ム で 「 プ プッ 」 音 が 鳴り ます 


セッ トモ ー ド No.13 サウ ンド が 「GdC」「ALL」 で EBP-60 を 入れ て いる 場合 
ー 音 声 で 「 充 電 し て 下さ い 」 が 鳴り ます 


セッ トモ ー ド No.13 サウ ンド が 「GdC」「ALL」 で 乾電池 を 入れ て いる 場合 
つ 音 声 で 「 電 池 を 交換 し て 下さ い 」 が 鳴り ます 


No.31 グル ー プ トー ク ・ モ ー ド (TSQ/DCS) ton GrouP 

本 機 の グル ー プ トー ク 機 能 は 一 般 的 な 番号 方 式 (トー ンス ケル チ ) の 他 、DCS (デジ タル コー ドス ケル チ ) 
に 切り 替え る こと が で きま す 。 グ ルー プ 種 類 切 り 替 え を Cd1、Cd2 に 設定 し 、 通 常 の グル ー プ トー ク と 同 
様 に 通常 画面 で GRROUP キー を 押す こと で DCS 番号 を 設定 で きま す 。 グ ルー プ 番 号 の 変更 は トー ンス ケル 
チ と 同様 、 ダ イヤ ル を 2 回 押し た 後 ダ イヤ ル を 回 し て くだ さい 。Cd1、Cd2 設定 に よっ て 変更 で きる グル 
ー プ の コー ド 数 と 表示 が 選べ ます 。 
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Cd1 : 01<83 の 83 通り の コー ド 番 号 か ら 選 択 (待ち 受け 時 「_ 〇 〇 」 と コー ド 番 号 を 表示 ) 
Cd2 : Cd017<Cd754 の 108 通り の コー ド か ら 選 択 
(待ち 受け 時 「_Cd」 と 表示 され 、 変 更 時 に 「Cd_ 〇 〇 〇 」 と コー ド を 表示 ) 


※3 者 同時 通話 、 同 時 通話 、 連 結 中 継 通話 、 連 続 通話 は グル ー プ トー ク 設 定 を する こと は で きま せん 。 


No.32 VOX ディ レイ 時 間 10 vod-t 

VOX で 送信 し た と き 、 音声 が 途切れ て も 初期 値 で は 1 秒間 、 送信 状態 を 保持 する の で 候 継 ぎし て も 途切れ 
ませ ん 。 こ の 時 間 を 0.1 秒 ~3.0 秒 に 変更 で きま す 。 送受 信 の 切り 替え を テキ パ キ と 行い た いと き に 、 設 
定 を 短め に する と 使い 勝手 が 向上 し ます が 、 息継ぎ な ど で す ぐ 送信 が 落ち る こと も あり 、 実 験 し て 確か め 
て か ら お 使い くだ さい 。 


No.33 チャ ン ネ ル 表 示 AL CHdiSP 
本 機 の チャ ン ネ ル は LO1<L09、 b01-b11 と 表示 され ます 。 noL に 変更 する と 他社 製 無線 機 の 01<20 方 式 
に 変更 する こと が で きま す 。 


AL noL 
L01 ン L09 12<20 
b01<b11 01>11 


L10<L18 (中 継 , 同時 ) | 19<27 (中 継 , 同時 ) 
b12~b29 (中 継 , 同時 ) | 01<18 (中 継 , 同時 ) 


OFF を 選ぶ と チャ ン ネ ル を 非 表 示 ((------ ) に で き 、 別 の ユー ザー か ら ど の チャ ン ネ ル で 通話 し て 
いる か 見 られ ず に 済み ます 。 非 表 示 に し て いる と き は チャ ン ネ ル と グル ー プ 設定 の 変更 は で きま せん 。 再 
設定 する 場合 は チャ ン ネ ル 表 示 を noL また は AL に し て くだ さい 。 


No.34 グル ー プ トー ク 判 別 精度 2 mG-ton 

※ 重 要 : 3 者 同時 通話 を する と き は 必ず 初期 値 の 2 に し て くだ さい 。 3 者 の トー ン が 正しく 判定 で き な 
いと 、3 者 通話 は で きま せん 。 

グル ー プ トー ク で の トー ン の 判定 精度 を 調整 する こと が で きま す 。 同じ グル ー プ トー ク 番 号 に 設定 し て 
いる の に スケ ル チ が 開か な い 、 ノ イズ で トー ン が 乱 さ れる 、 な ど 障 害 が ある 時 に 有効 で す 。 1 が 最も 厳し 
く 、5 が 甘く な り ま す 。 甘 くし 過ぎ る と 近い 番号 の グル ー プ 信号 で も スケ ル チ が 開く こと が あり 、 後 述 の 、 
初期 設定 で は 動作 する テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 が 働か な く な る の で 、 ス ケル チ が 切れ る と き の 「 ザ ! 」 
ノイ ズ が 聞こ えま す 。 初期 値 の 2 は 、 か な り 正 確 な トー ン 判 定 を し ます 。 


No.35 マイ ク AGC 切 り 替 え SL AGC 

マイ ク に 大 き な 声 が 入っ た 場合 、 通 話 音 声 が 歪む こと が あり ます 。 こ の 歪み を 緩和 する の が AGC (自動 ゲ 
イン 調整 ) で 、 大 き な 声 を 検知 し た と き に ゆっ くり 緩和 させ る 低速 「SL」 と 瞬時 に 緩和 させ る 高速 「FS」 
の 2 種類 か ら 選 べ ま す 。 他 機 種 と 混用 する 場合 、 相性 問題 を 解決 で きる こと が あり ます が 、 下手 に 設定 を 
変え る と 逆 に 音 が 悪く な る こと も あり ます 。 複数 の 機種 が 混在 する と き は 全部 の 機種 で 音質 確認 し て く 
だ さい 。 
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No.36 AGC タ ー ゲ ッ ト レ ベル 調整 06 AGC-tG 

マイ ク AGC 設定 を 入れ た と き に 、 歪 み を 緩和 させ る 音量 の ポイ ント を 調整 する こと が で きま す 。 
設定 する 数 値 を 小さ くす る こと で 、 より 大 きい 声 の と き の 歪 み を 緩和 させ ます 。 逆 に 数 値 を 大 きく する と 
小さ い 声 の 相 み を 緩和 する こと が で きま す が 、 相手 に 自分 の 声 が 小さ く 聞 こえ ます 。 これ も 受信 側 の 機種 
と の 相性 も 含め て 、 下 手 に いじ る と 逆 に 送信 音 を 悪く する こと が ある の で 必ず 実験 し て か ら お 使い くだ 
さい 。 


No.37 通話 圏内 確認 oFF ArEA-C 

グル ー プ トー ク 中 に 相手 と の 通話 が 可能 か どう か の 目安 を 表示 する こと が で きま す 。 モ ー ド 1 で グル ー 
プ ト ー ク 機能 設定 (トー ン 、 DCS) を 入れ た 状態 で 通話 圏内 確認 設定 を ON に し た と き 、 モ ー ド 番号 の 右側 
に 通信 状態 が 表示 され ます 。 


「 三 」 点 減 : 圏内 に 通話 で きる 相手 が 居る か 、 検 索 し て いま す 。 
「C 」 点灯 : 通話 可能 か どう か 確認 する た め の 信 号 を 送っ て いま す 。 


「 三 」 点 灯 : 信号 は 強く 良好 な 通話 が 可能 。 

「 三 」 点灯 : 信号 は 普通 、 お お むね 良好 な 通話 が 可能 。 

「 _ 」 点 灯 : 通話 が 可能 だ が 信号 は 弱く 、 途 切れ る こと が ある 。 

「_ 」 点滅 : 相手 が 離れ て いる か 電源 が 切ら れ て いる な ど で 、 通 話 で き な い 。 


メモ ) 通話 し た い グ ルー プ 全 員 の 通話 圏内 確認 を ON に し て 同じ グル ー プ 番号 に し て くだ さい 。 約 1 分 毎 
に 一 瞬 で す が 通 話 が 可能 か 確認 を する の で 、 そ の タイ ミン グ が 別 の ユー ザー の チェ ッ ク 動 作 と 重なる と 
正しく 判断 で き な く な り ま す 。 これ を 防ぐ た め 、 この 機能 を 使う と き は 電源 を 入れ る タイ ミン グ を 全員 少 
し ずつ ずら せ て くだ さい 。 ま た 、3 人 以上 の グル ー プ で 使用 する 際 は 、 圏 内 判定 が 正確 に 表示 され な い 場 
合 が あり ます が 、 こ の 表示 が 実際 の 通話 の 距離 や 音質 に 影響 する こと は あり ませ ん 。 


No.38 テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル on tAiLnC 

本 機 は グル ー プ トー ク 機 能 を 入れ て いな く て も 、 通 話 終了 時 に 受信 側 か ら 聞 こえ る テー ル ノ イ ズ (受信 状 
態 か ら 待ち 受け 状態 に な る と き の 「 ザ ッ 」 と いう ノイ ズ 音 ) を 除去 する テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 が 入 
っ て いま す 。 テ ー ル ノイ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 は 送信 側 と 受信 側 の 両方 で 有効 に し た と きのみ 動作 し ます 。 
この 機能 が 入っ て いな い ト ラン シー バー と 通話 する と き 、 こ の 設定 を 変え る 必要 は あり ませ ん が テー ル 
ノイ ズ は 聞こ えて し まい ます 。 


No.39 フッ クキ ー 割 り 当 て Hoo Hoobtn 


本 機 の [フッ ク (A/B)] キー は 初期 状態 で は 同時 通話 モー ド 電 話 タ イプ で の 呼出 ・ 応 答 、 デ ュ ア ルオ ペレ 
ーション の サブ チャ ン ネ ル PTT、 ペ ア 番 号 の 初期 化 に 割り 当て て いま す が 、 別 の 機能 に 変更 で きま す 。 


が 止ま り 、 ダ イヤ ル 操 作 よ り 手 軽 に 受信 音 を ミュ ー ト する こと が で きま す 。 ミ ュー ト 状 態 を 解除 する 
に は [フッ ク (A/B)] キー を も う 一 度 押す か 、 ダ イヤ ル 操 作 で 音量 を 変更 し ます 。 


= 症 上 の = 


No.40 レス ト ア oFF rESto 
チャ ン ネ ル 情 報 、 メ モリ ー 情 報 、 セ ッ ト モ ー ド 情報 を リセ ッ ト し て も 消え な いよ うに 記憶 させ 、 復元 させ 
る 機能 で す 。 リ セッ ト 後 の 面倒 な 設定 や り 直 し を せ ず に 済み ます 。 


* 本 体 を 記憶 させ た い 状 態 に 設定 し ます 。 ダ イヤ ル を 回 し て Sau/Lod/dEt を 選び ます 。 

SAv: [グル ー プ ] キー を 2 秒 押し 続け る と チャ ン ネ ル 情 報 、 メ モリ ー 情 報 、 セ ッ ト モ ー ド 情報 が 保存 され 
「rSt writE」 を 表示 し ます 。 新しい 設 定 を 記憶 する と き は 、 この 操作 を 繰り 返せ ば 上 書き で きま す 。 

Lod: [グル ー プ ] キー を 2 秒 押し 続け る と 保存 し た 情報 を 復元 し ます 。 復元 が 終わ る と 「rSt rEAd」 が 表 
示さ れ 、 自 動 的 に 再起 動 し ます 。 何 も 保存 され て いな い 場 合 、「rSt nodAtA」 が 表示 され 読み 出し 
が キャ ン セ ル さ れ ま す 。 

dEt: [グル ー プ ] キー を 2 秒 押し 続け る と 記憶 させ た 情報 を 消去 し ます 。 終 わる と 「rSt ErASE」 
が 表示 され ます 。 完全 に 工場 出荷 状態 まで 戻す 時 は 、 消 去 し て か ら オ ー ル リセ ッ ト し て くだ さい 。 


No. 41 減 電 池 ス リー プ on bt-SLP 

スイ ッ チ を 切り 忘れ る な ど で 過 放電 させ る と 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク や 乾電池 の 劣化 や 充電 不良 の 原因 に な 
り ま す 。 これ を 防ぐ た め 電 池 の 電 圧 が 一 定 レベ ル ま で 低下 する と 自動 的 に 電源 を 切り ます 。 それ で も 待機 
電流 は 発生 に てい る の で 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク は 取り だ し て 保管 し て くだ さい 。 OFF に する と 電池 を 最後 ま 
で 使い 切る こと が で きま す が 、 大 き な 差 は あり ませ ん 。 通 常 は on で お 使い くだ さい 。 


[拡張 セッ トモ ー ド へ の 切り 替え ] 


1 : キー ロッ ク を 掛け ます 。(2 つ あ る うち の 、 ど ちら の 方 法 で も 同じ で す 。) 

2 : 10 秒 以 内 に [グル ー プ ] キー を 5 回 連続 で 押し ます 。 キー 操作 が 有効 で あわ れ ば 「 ピ ピッ 」 と ビー プ が 鳴 
り 、 自 動 的 に キー ロッ ク が 解除 され ます 。 

3 : セッ トモ ー ド に 入る と 拡張 セッ トモ ー ド メニ ュー が 追加 され て いま す 。 

* 変更 し た 値 を 保存 し て 拡張 セッ トモ ー ド メニ ュー を 隠す に は 、 上 記 1 て 3 の 操作 を 繰り 返し ます 。 

* チャ ン ネ ル や 通常 の セッ トモ ー ド で 設定 し た パラ メー タ も 含め 、 全 て を 工場 出荷 状態 まで 初期 化す る 

に は 、 完 全 リ セッ ト を 行っ て くだ さい 。 


【 完 全 リ セッ ト 】 


電源 を 切っ た 後 [ フ ァ ン クシ ョ ン ] キ ー と ダイ ヤル を 押し た 状態 で 電源 を 入れ ます 。 全 て の セッ トモ ー ド 
の 内 容 と 登録 済み の メモ リー が リセ ッ ト さ れ 、 工 場 出 荷 状態 に 戻り ます 。 


レス ト ア 機能 を 使っ た と き は 、 セ ッ ト モ ー ド No.40 の rESto メニ ュー で dEt 操作 を し て デー タ を 消去 し 
な いと 完全 な 出荷 状態 に な り ま せん 。 


以上 
アル イン コ (株 ) 電子 事業 部 
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